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① 何
なに

げない　言
こと

葉
ば

で傷
きず

つく　人
ひと

もいる
② 人

じん

権
けん

の大
たい

切
せつ

さ　皆
みんな

に　伝
つた

える笠
かさ

置
ぎ

町
ちょう

③ いい笑
え

顔
がお

　すべての人
ひと

に　あたえたい
④ 広

ひろ

げよう　笑
え

顔
がお

で　とどける　人
じん

権
けん

の花
はな

⑤ いつも笑
え

顔
がお

で　差
さ

別
べつ

のない　町
まち

づくり
⑥ つなげよう人

じん

権
けん

　差
さ

別
べつ

なくすまで
⑦ 踏

ふ

むな　枯
か

らすな　人
じん

権
けん

の芽
め

⑧ 生
せい

をうけ　誰
だれ

でも持
も

ってる　基
き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

⑨ ほんの少
すこ

し手
て

をのばしてみよう　待
ま

ってくれて
いる　人

ひと

が必
かな

ずいるよ

⑩ 認
みと

めよう　あなたの良
よ

いところ　認
みと

めてほしい
私
わたし

の良
い

いところ
⑪ あいさつは　心

こころ

と心
こころ

のキーワード
⑫ 普

ふ

通
つう

って何
なに

？　人
ひと

はみなちがってあたりまえだ
よ

⑬ 言
こと

葉
ば

のぼうりょくは　大
たい

切
せつ

な心
こころ

の芽
め

をつむよ
⑭ 咲

さ

かそう！　一
いち

輪
りん

の笑
え

顔
がお

の花
はな

から　大
たい

輪
りん

の花
はな

を
⑮ はっきりしよう！　ハイ・イイエの　返

へん

事
じ

は
⑯ 桜

さくら

・笑
え

顔
がお

・人
じん

権
けん

の町
まち

　笠
かさ

置
ぎ

上記作品は広く人権啓発活動に利用させていただきます。

　７月の笠置町人権強調月間に向けた啓発作品（標語等）16点の作品をご応募いただきありがとう
ございました。

７月は笠置町の人権強調月間です

　
　
　
　

平
成
25
年
８
月
３
日
土

　
　
　
　

笠
置
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

  

行  

事

  

時  

間

  

場  

所

魚
つ
か
み
大
会

午
後
1
時
〜

白
砂
川
下
流

バ
ザ
ー
・
夜
店

午
後
6
時
〜
午
後
10
時

Ｊ
Ｒ
笠
置
駅
前

花
火
大
会

午
後
8
時
〜
午
後
8
時
40
分

木
津
川
河
川
敷

今
年
の
花
火
の
打
ち
上
げ
総
数
は
、
約
２
，４
０
０
発
で
す
。

（
事
務
局
） 

京
都
府
相
楽
郡
笠
置
町
笠
置
佃
３-

１
（
笠
置
町
商
工
会
内
）

 

笠
置
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

 

電
話:

０
７
４
３
︱
９
５
︱
２
１
５
９

ご
注
意
く
だ
さ
い

笠
置
町
内
の
駐
車
場
が
全
て
満
車
に
な
る
と
、
町
内
へ
の
車
の
乗
り
入
れ
は
規
制
さ

れ
ま
す
。
安
全
確
保
の
た
め
に
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
当

日
は
笠
置
町
周
辺
の
道
路
が
、
大
変
混
雑
す
る
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
近
隣
の
皆
様

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　「
笠
置
夏
ま
つ
り
」
開
催

第
25
回

行
事
の
開
催
予
定
時
間
と
場
所

日
時

主
催

（
荒
天
時
は
８
月
４
日
日
開
催
）
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社会を明るくする運動
笠置町推進委員会の７月の活動

笠置キャンプ場中学生が奉仕清掃
　平成25年5月24日㈮に、笠置中学校生徒会の
環境整備委員会が主催した、ゴミゼロ運動（校区
内清掃）が行われました。その取組の一環で、笠
置キャンプ場の清掃活動を役場住民課とのタイ
アップで行いました。
　生徒たちは、環境整備委員や役場住民課の指導
を受けながら、笠置大橋から下流の河原の清掃
活動に熱心
に取り組み、
軽トラック
一杯分のゴ
ミを集めて
くれました。

　小学校2年生と保育所4歳児が小学校グラ
ウンドで青空の中、交流を行いました。
　保育所の園児は小学校のお兄さんお姉さん
と一緒に体育の授業の練習を行い、グラウン
ドいっぱいに使った運動を楽しみました。
　今回の交流は、小学校に上がる前の予行練
習も兼ねて園児が体育の授業を体験するものであり、小学校の児童は自身
の小さい頃を思い出しつつ、共に交流を楽しみました。

　平成25年5月31日、笠置保育所でサツマ
イモの苗植えが行われました。
園児たちは、自分で育てたものを食べる事を
楽しみに、穴を掘った後に苗を植え、水を撒
いて収穫の時期に備えていました。
　また、他にはゴーヤやきゅうりなども栽培
しており、植えられている植物は、これからどんどん大きくなり、
給食として、園児たちの食事を彩るでしょう。

小学校 保育所 交流

～おいしく育て！！～

保育所 芋の苗植え

•7 月 2 日 ㈫
午前6時30分から8時30分
　JR 笠置駅前　街頭啓発

午前9時30分から11時
　産業振興会館　推進委員会

•7 月 26日 ㈮
午後1時30分～
　産業振興会館
　更生保護女性ミニ集会
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•••••ご寄附ありがとうございました •••••

「和束町ふるさと応援寄附金基金」へ次のとおりご寄附をいただきました。
	 氏名	 住所	 寄附金額
匿名希望	 埼玉県越谷市	 5 , 0 0 0 円

ありがとうございました。
お寄せいただいた寄附金は、和束町のまちづくりのため有効に活用させていただきます。

（平成25年5月）

おかげさまで和束茶フェア9周年

　宇治茶の中でも特に香りの高い「和束茶の風情と味わい」が満喫できることで毎年好評
の和束茶フェアがリーガロイヤルホテルで5月1日から6月30日まで開かれました。ま
た、各ホテルでは、5月3日から6日まで和束茶の振る舞いがおこなわれ、摘みたての
新茶の味と香りを来場されたみなさんに楽しんでいただくことができました。

　　　リーガロイヤルホテル東京では
　和束茶フェア期間中多くのお客さんが来られ、試飲された後に「和束のさえみどり（茶
の種類）はとてもおいしい」と感想をいただき、お茶の種類をみきわめ、じっくり味わえ
てとても満足そうな表情をされていました。

　　　リーガロイヤルホテル大阪では
　ロビーでの振る舞い茶を試飲されたお客さんが和束茶の味と香りに驚かれ、この機会
にと新茶を購入されたり、展示している茶畑景観に足をとめられ、和束町の場所を確認
される人もおられました。

　　　リーガロイヤルホテル京都では
　和束茶を使った創作料理が和食、洋食、中華と様々な形で考えられ、まさに「和束茶
を食す」といえ、多彩なメニューで幅広い年齢層で賑わっていました。
　また、和束町のご当地キャラ「茶茶ちゃん」がロビーでお客様をお迎えし、愛くるしい
表情にお客さんも思わず笑顔に・・・。和束茶フェア9周年ということもあり、毎年お
越しになるお客様もいらっしゃいます。

～リーガロイヤルホテル東京・大阪・京都～

ほうじ茶で
煮込んだ仔牛の
ブランケット

茶茶ちゃんがお出迎え（リーガロイヤルホテル京都）



和
束
町

れんけい　2013 年 7 月号9

け
れんけいWAZUKA-CHO 和 町束

け
れんけい WAZUKA-CHO和 町束

交流によって親子の絆が深めあう

　

六
月
四
日
㈫
和
束
保
育
園
で
は
、

「
歯
の
衛
生
週
間
」
に
ち
な
み
「
虫

歯
予
防
教
室
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

保
育
士
が
、
歯
磨
き
の
大
切
さ

を
伝
え
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
劇
を
演

じ
る
と
、
子
ど
も
達
は
、「
バ
イ
キ

ン
来
た
ら
あ
か
ん
な
。」「
歯
磨
き

が
ん
ば
る
。」
と
元
気
に
答
え
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
保
健
師
か
ら
、
ク
イ
ズ
形

式
で
歯
磨
き
に
つ
い
て
の
話
を
聞

き
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
、「
食
べ
た
ら
必

ず
歯
を
み
が
き
ま
す
。」
と
み
ん
な

で
元
気
よ
く
約
束
を
し
、
最
後
に

大
き
な
声
で
「
歯
磨
き
の
う
た
」
を

歌
い
ま
し
た
。

　

わ
づ
か
お
も
ち
ゃ
図
書
館
が
開
館
し
て

一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て

五
月
十
八
日
㈯
に
開
館
一
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

お
も
ち
ゃ
図
書
館
は
、
就
学
前
の
児
童

や
障
害
の
あ
る
児
童
が
親
と
一
緒
に
気
軽

に
訪
れ
、お
も
ち
ゃ
を
使
っ
て
遊
ん
だ
り
、

交
流
を
図
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

を
提
供
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
一
年
間
で
延
べ
二
七
六
組

の
親
子
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
十
七
組
の
親

子
が
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
常
設
の
お
も

ち
ゃ
の
ほ
か
、
記
念
に
用
意
さ
れ
た
グ
ラ

イ
ダ
ー
や
万
華
鏡
を
保
護
者
と
一
緒
に

作
っ
て
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

●
開
館
日
及
び 

：
毎
週
土
曜
日

　

時
間　
　

 　

午
前
十
時
か
ら
お
昼
十
二
時
ま
で

●
場　
　

所 

：
和
束
保
育
園
内

●
利
用
対
象 

：
小
学
生
未
満
の
児
童
及
び
障
害
の
あ
る
児
童

（
必
ず
保
護
者
同
伴
で
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。
館
内
で
は
保
護

者
の
管
理
の
も
と
で
子
ど
も
を
遊
ば
せ
て
く
だ
さ
い
）

※
町
外
か
ら
の
利
用
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
費　
　

用 

：
無
料

　
（
町
内
在
住
で
あ
れ
ば
お
も
ち
ゃ
も
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
）

　

利
用
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
福
祉
課
（
電
話

〇
七
七
四-

七
八-

三
〇
〇
一
・
内
線
二
五
二
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
運
営
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

五
月
十
六
日
㈭
グ
リ
ー
ン
・
ハ

ザ
マ
製
茶
工
場
の
和
束
町
東
農
事

実
行
組
合
か
ら
新
茶
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。

　

和
束
町
東
農
事
実
行
組
合
の
濟

藤
組
合
長
が
役
場
へ
来
庁
さ
れ
、

煎
茶
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
森
脇
副

町
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

濟
藤
組
合
長
は
「
来
客
の
み
な

さ
ん
に
飲
ん
で
い
た
だ
き
和
束
茶

の
良
さ
を
も
っ
と
広
く
宣
伝
し
て

く
だ
さ
い
。」
と
話
さ
れ
、
森
脇

副
町
長
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
製
茶
工
場
の
み
な
さ
ん
に

も
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
上
質
茶
作
り
に
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
御
礼
の

言
葉
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

和
束
町
東
農
事
実
行
組
合
の
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
茶

 

あ
り
が
と
う

     

ご
ざ
い
ま
す

〜
東
農
事
実
行
組
合
〜森脇副町長（右側）

に手渡される濟藤組
合長（左側）

親
子
の
絆
深
め
あ
う

　
　

わ
づ
か
お
も
ち
ゃ
図
書
館
開
館
１
周
年
記
念

わ
づ
か
お
も
ち
ゃ
図
書
館

〜
和
束
保
育
園
虫
歯
予
防
教
室
〜

歯
み
が
き

　

シ
ュ
ッ
シ
ュ
ッ

はみがき
しないのは
  だれだ〜

食後は
はみがき
しようね
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